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モータ用ブレーキを開閉するコンタクタの選定
BQN-S8-9497-02A

(１／２頁)

　モータ用ブレーキを開閉するコンタクタの選定は、ブレーキの制動回路により異なります。
　以下に、ブレーキの制動回路毎の、コンタクタの選定について説明します。
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① 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ１次側の 

ｺﾝﾀｸﾀ接点 ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

ﾓｰﾀ 

ﾌﾞﾚｰｷ 

整流器 ｻｰｼﾞ吸収用 
ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

半波整流用 
ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

② 
ﾌﾞﾚｰｷ電流の 

AC側を開閉する 
ｺﾝﾀｸﾀ接点 

普通制動回路（ＡＣ切り回路） 
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② 
ﾌﾞﾚｰｷ電流の 

AC側を開閉する 
ｺﾝﾀｸﾀ接点 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

ﾌﾞﾚｰｷ 

整流器 

③ 

ﾌﾞﾚｰｷ電流の 
DC側を開閉する 

ｺﾝﾀｸﾀ接点 

① 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ１次側の 

ｺﾝﾀｸﾀ接点 

急制動回路（ＤＣ切り回路） 

コンタクタ

ﾓｰﾀ容量 ﾓｰﾀ容量

GM-J2B GM-S(P)B GM-D(P)B TB-A0.75 TB-A3.7 TB-A15
GM-SSY(P)B GM-SHY(P)B GM-DYPB TB-A1.5 TB-A5.5

TB-A2.2 TB-A7.5
GM-LJPB
GM-PJPB

GM-J2B GM-S(P)B GM-D(P)B TB-A0.75H TB-A3.7H TB-A15H
GM-SSY(P)B GM-SHY(P)B TB-A1.5H TB-A5.5H

TB-A2.2H TB-A7.5H
GM-DPB GM-LJPB GM-PJPB
GM-DYPB

ﾌﾞﾚｰｷの形式

三菱電機製ｷﾞﾔｰﾄﾞﾓｰﾀ 三菱電機製三相ﾓｰﾀ

3.7kW
～22kW

Ｓ－Ｔ２１
主接点×3

15kW以
下

(４極)

11kW
～22kW

Ｓ－Ｔ２１
主接点×3

200V
220V

主回路
電圧

ﾌﾞﾚｰｷ付ｷﾞﾔｰﾄﾞﾓｰﾀの形式

7.5kW
以下

15kW以
下

(４極)

Ｓ－Ｔ１２
主接点×3

モータ、ブレーキ

三菱電機製

400V
440V

2.2kW
以下

Ｓ－Ｔ１２
主接点×3

＜一律で補助a接点を使用＞ 
 ・S-T21等の内蔵補助接点 ： 補助a接点×2 
 ・UT-AX2、UT-AX11等の追加補助接点ユニット ： 補助a接点×2 

＜モータ容量(AC3級定格)からコンタクタを選定＞ 
  例）2.7kW(AC200V) ： S-T11 
         3.7kW(AC200V) ： S-T21 

＜下表で選定（製造メーカ・モータ容量により異なる）＞ 
   DC電流を開閉する接点は接点寿命が短くなるため、大きなフレーム 
   サイズのコンタクタ選定となります。(理由は2/2頁参照) 

ｺﾝﾀｸﾀ 

ｺﾝﾀｸﾀ 

ｺﾝﾀｸﾀ 

ｺﾝﾀｸﾀ 

③ブレーキ電流のＤＣ側を 
 開閉するコンタクタ接点 

①インバータ１次側の 
 コンタクタ接点 

②ブレーキ電流のＡＣ側を 
 開閉するコンタクタ接点 



電磁開閉器テクニカルシート
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選定 全般

　　AC(交流)電流の場合は、正弦波交流のゼロボルトのタイミングにてアーク電流が切れます。
　　DC(直流)電流の場合は、電圧ゼロボルトのタイミングがないため、接点間にアーク電流が持続し接点消耗を
　加速させます。
　　DC電流を開閉するコンタクタの選定は、電流の時定数(L/R)により大きく変わり、特に時定数が100msを超え
　るほど長い場合は、コンタクタの接点を選定することができないため実機による評価が必要となります。
　　※ブレーキ用のコイルは、時定数が長い(ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽが非常に大きい)傾向にあります。
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BQN-S8-9497-02A
(２／２頁)

　≪DC電流を開閉するコンタクタのフレームを大きくする理由≫

モータ用ブレーキを開閉するコンタクタの選定

ＡＣ(交流)の場合 

ＤＣ(直流)の場合 

③正弦波交流のゼロボルトの 
 タイミングで、アークは切れる 

①コンタクタの接点が開く 

②接点が開いた後も 
 アークが持続する 

コンタクタの接点が開く 

＜電圧＞ 

＜電流＞ 

＜電圧＞ 

＜電流Ａ＞ 
負荷のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ(L)が 
ほとんどない場合 

＜電流Ｂ＞ 
負荷のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ(L)が 
ある場合 

＜電流Ｃ＞ 
負荷のｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ(L)が 
非常に大きい場合 

【時定数とは】 
電流変化が最終値の約63.2%
に達するまでの時間 

Ｒ（抵抗）

）Ｌ（ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ
・時定数τ ＝

コンタクタ接点は、
『AC3級(三相ﾓｰﾀ負
荷)』 
で選定する 

コンタクタ接点は、
『DC1級(直流抵抗
負荷)』 
で選定する 

コンタクタ接点は、
『DC13級(直流電磁
石負荷)』 
で選定する 

コンタクタ接点の選
定のために、実機と
の組み合わせ評価
が必要 

※ﾓｰﾀ用ﾌﾞﾚｰｷは、時定数が長い(ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽが非常に大きい)傾向にあります。 

⇒アーク持続時間が長い 
⇒接点消耗が非常に大きい 

アーク持続時間がAC電流と比較し長い 
接点消耗が大きい 

アーク持続時間が短い 
接点消耗が少ない 

時定数 ≦ 1ms 

時定数 ≦ 100ms 

時定数 ＞ 100ms 


